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（％）

合計（人）

１

ハンセン病に

対して「うつ

る」、「こわい」

などの誤解や

偏見がある

２

じろじろ見た

り、避けたり

する

３

社会だけで

なく家族や親

戚もつき合い

を拒絶される

４

住宅を容易

に借りること

ができない

５

宿泊施設や

店舗等の利

用を拒否、又

は不当な扱

いをされる

６

その他

７

特に問題は

ない

８

わからない

無回答

1,003 59.9 31.5 30.2 16.4 20.3 1.1 3.4 21.5 2.1

男性 519 60.7 31.8 28.7 15.4 21.6 1.0 3.1 23.7 1.2

女性 433 61.4 31.6 32.3 17.3 18.9 0.9 3.5 18.2 2.3

答えたくない 26 34.6 23.1 23.1 23.1 23.1 7.7 7.7 26.9 3.8

不明 25 44.0 32.0 32.0 12.0 16.0 0.0 4.0 28.0 16.0

18～19歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 50 58.0 30.0 36.0 22.0 18.0 2.0 0.0 16.0 2.0

30～39歳 95 56.8 30.5 22.1 17.9 14.7 0.0 1.1 27.4 0.0

40～49歳 163 59.5 31.3 27.0 20.2 22.1 0.6 5.5 22.7 0.6

50～59歳 180 58.9 37.2 36.1 20.0 21.1 0.6 3.3 18.9 1.1

60～69歳 170 63.5 31.2 31.2 12.9 22.4 1.8 4.1 17.1 0.6

70～79歳 204 62.7 30.9 27.0 14.7 22.1 0.0 3.4 23.5 2.9

80歳以上 122 57.4 26.2 32.0 11.5 16.4 3.3 3.3 25.4 4.9

不明 19 47.4 31.6 42.1 5.3 21.1 5.3 0.0 15.8 21.1

分　類

総　数　(N）

性

別

年

齢

別

 （７）ハンセン病回復者の人権 

  ■ ハンセン病回復者の人権問題に関する意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔その他意見〕 
○身近に話がない（今も新規で感染する人がいるのかも知らない）。 
○偏見を生んだ原因は政策にあったと思います。すべての人権を尊重する政策が大切。 
○回復者が高齢で有ること。 

問２１ 療養所に入所しているハンセン病回復者が、地域で自立した生活をするために、
どのようなことが特にさまたげになると思いますか。（○は３つまで） 

59.9 

31.5 

30.2 

16.4 

20.3 

1.1 

3.4 

21.5 

2.1 

64.0 

41.4 

42.9 

25.1 

0.8 

3.3 

19.7 

3.3 

48.9 

75.4 

13.9 

47.3 

1.5 

22.1 

3.5 

49.8 

78.6 

16.1 

52.0 

1.5 

17.5 

5.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

１ ハンセン病に対して「うつる」、「こわい」

などの誤解や偏見がある

２ じろじろ見たり、避けたりする

３ 社会だけでなく家族や親戚も

つき合いを拒絶される

４ 住宅を容易に借りることができない

５ 宿泊施設や店舗等の利用を拒否、

又は不当な扱いをされる

６ その他

７ 特に問題はない

８ わからない

無回答

令和４年度 平成２９年度 平成２４年度 平成１９年度

(%) 
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○政府がいち早く正しい情報を公開すること。コロナ差別もそう。正しい知識、対応策がトップダウン
で配信されれば間違った偏見は起こらないと思う。最初は分からないことでもすぐにその間違いを
訂正してみんなの協力を求める国。 

 

【回答傾向】 

「１ ハンセン病に対して『うつる』、『こわい』などの誤解や偏見がある」が 59.9％と最

も高く、次いで、「２ じろじろ見たり、避けたりする」が 31.5％、「３ 社会だけでなく家

族や親戚もつき合いを拒絶される」が 30.2％となっている。 
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  ■ ハンセン病回復者の人権を守るために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔その他意見〕 
○療養所の人達との交流。 
○新たな補償の措置。 
○具体的にハンセン病の患者が必要とするサポートやサービスがリサーチされ広く情報が共有される

問２２ ハンセン病回復者の人権が守られるためには、どのようなことが特に必要だと思
いますか。（○は３つまで） 

47.6 

64.7 

45.6 

3.3 

1.1 

15.7 

3.1 

54.9 

68.2 

48.4 

2.2 

0.6 

13.3 

4.1 

40.9 

54.4 

21.1 

1.1 

0.8 

15.9 

4.3 

42.9 

54.0 

22.8 

1.5 

1.1 

12.5 

5.0 

0 10 20 30 40 50 60 70

１ ハンセン病回復者のための人権相談・

支援体制を充実する

２ ハンセン病に関する理解と関心を深める

教育・啓発活動を推進する

３ ハンセン病回復者の

プライバシーを保護する

４ 特に必要なことはない

５ その他

６ わからない

無回答

令和４年度 平成２９年度 平成２４年度 平成１９年度

(%) 

（％）

合計（人）

１

ハンセン病

回復者のた

めの人権相

談・支援体制

を充実する

２

ハンセン病に

関する理解と

関心を深める

教育・啓発活

動を推進する

３

ハンセン病

回復者のプ

ライバシーを

保護する

４

特に必要な

ことはない

５

その他

６

わからない

無回答

1,003 47.6 64.7 45.6 3.3 1.1 15.7 3.1

男性 519 46.4 65.1 43.5 4.2 1.0 16.8 2.3

女性 433 50.1 66.5 47.6 2.5 1.2 13.4 3.2

答えたくない 26 30.8 38.5 57.7 0.0 3.8 19.2 3.8

不明 25 44.0 52.0 40.0 0.0 0.0 28.0 16.0

18～19歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 50 54.0 70.0 42.0 2.0 2.0 18.0 2.0

30～39歳 95 38.9 60.0 41.1 0.0 0.0 23.2 1.1

40～49歳 163 43.6 66.9 47.9 3.1 1.8 16.6 1.8

50～59歳 180 48.3 65.0 46.1 4.4 1.7 12.8 1.1

60～69歳 170 46.5 69.4 47.1 2.4 0.0 12.4 0.6

70～79歳 204 49.5 62.7 42.6 3.9 0.5 15.2 6.4

80歳以上 122 54.9 61.5 50.0 5.7 1.6 17.2 4.9

不明 19 42.1 52.6 42.1 0.0 5.3 15.8 21.1

分　類

総　数　(N）

性

別

年

齢

別
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ことで何かしたいが何をしていいかわからないと言う個人や企業の最初の一歩を作ることが必要。 

 

【回答傾向】 

「２ ハンセン病に関する理解と関心を深める教育・啓発活動を推進する」が 64.7％と最

も高く、次いで、「１ ハンセン病回復者のための人権相談・支援体制を充実する」が47.6％、

「３ ハンセン病回復者のプライバシーを保護する」が 45.6％となっている。 
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 （８）ＨＩＶ（エイズウイルス）・肝炎感染者の人権 

  ■ ＨＩＶ（エイズウイルス）・肝炎感染者の人権問題に関する意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２３ ＨＩＶ（エイズウイルス）・肝炎感染者に関することで、次のような問題があり
ます。人権尊重の視点からみて、どれが特に深刻な問題だと思いますか。 
（○は３つまで） 

28.1 

32.4 

24.8 

10.9 

54.4 

15.5 

0.4 

3.5 

21.5 

2.1 

33.9 

38.3 

29.8 

13.8 

52.9 

19.4 

0.4 

2.3 

19.6 

3.6 

36.4 

33.1 

21.6 

11.0 

50.5 

21.9 

0.6 

2.8 

23.2 

3.5 

41.5 

39.2 

19.7 

12.9 

51.6 

26.3 

0.8 

1.5 

17.0 

6.4 

0 10 20 30 40 50 60

１ 結婚に周囲が反対する

２ 職場や学校で不利な扱いをする

３ 医療機関等での治療や入院を拒否する

４ 店や施設（福祉施設等を含む）の利用、

サービスの提供を拒否する

５ 悪いうわさや病気に関する情報が他人に

伝えられるなど、プライバシーが守られない

６ 日頃の付き合いを断わったり、避けたりする

７ その他

８ 特に問題はない

９ わからない

無回答

令和４年度 平成２９年度 平成２４年度 平成１９年度

(%) 

（％）

合計（人）

１

結婚に周囲

が反対する

２

職場や学校

で不利な扱

いをする

３

医療機関等

での治療や

入院を拒否

する

４

店や施設

（福祉施設

等を含む）の

利用、サー

ビスの提供

を拒否する

５

悪いうわさや病

気に関する情

報が他人に伝

えられるなど、

プライバシーが

守られない

1,003 28.1 32.4 24.8 10.9 54.4

男性 519 28.5 33.3 24.9 11.0 52.6

女性 433 27.9 31.6 26.8 11.3 58.4

答えたくない 26 19.2 30.8 11.5 3.8 46.2

不明 25 32.0 28.0 4.0 8.0 32.0

18～19歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 50 20.0 40.0 28.0 16.0 64.0

30～39歳 95 33.7 29.5 24.2 7.4 60.0

40～49歳 163 29.4 36.8 30.1 10.4 62.0

50～59歳 180 30.6 30.6 27.2 7.8 59.4

60～69歳 170 19.4 37.1 24.1 11.2 52.4

70～79歳 204 27.5 28.9 22.5 13.2 48.5

80歳以上 122 33.6 27.0 21.3 12.3 44.3

不明 19 36.8 36.8 5.3 10.5 36.8

分　類

総　数　(N）

性

別

年

齢

別
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〔その他意見〕 
○正しい知識がない。 
○どれも深刻な問題です。 

 

【回答傾向】 

「５ 悪いうわさや病気に関する情報が他人に伝えられるなど、プライバシーが守られな

い」が 54.4％と最も高く、次いで、「２ 職場や学校で不利な扱いをする」が 32.4％、「１ 

結婚に周囲が反対する」が 28.1％となっている。 

 

 

 

 

  

（％）

合計（人）

６

日頃の付き合い

を断わったり、

避けたりする

７

その他

８

特に問題は

ない

９

わからない
無回答

1,003 15.5 0.4 3.5 21.5 2.1

男性 519 16.4 0.4 4.8 21.4 1.3

女性 433 14.3 0.5 2.3 20.3 1.8

答えたくない 26 19.2 0.0 0.0 34.6 3.8

不明 25 12.0 0.0 0.0 32.0 20.0

18～19歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 50 22.0 0.0 0.0 10.0 0.0

30～39歳 95 13.7 1.1 3.2 16.8 0.0

40～49歳 163 19.6 1.2 4.9 14.7 0.0

50～59歳 180 18.3 0.0 4.4 16.7 0.6

60～69歳 170 16.5 0.0 4.1 22.4 0.6

70～79歳 204 9.8 0.0 3.4 29.9 3.4

80歳以上 122 12.3 0.8 1.6 31.1 5.7

不明 19 15.8 0.0 0.0 21.1 26.3

分　類

総　数　(N）

性

別

年

齢

別
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  ■ ＨＩＶ（エイズウイルス）・肝炎感染者の人権を守るために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

合計（人）

１

疾病や感染

予防に関する

正しい知識を

普及する

２

感染症患者等に

対する理解と関心

を深める教育・啓

発活動を推進する

３

感染症患者

等のプライ

バシーを保

護する

４

雇用主に対する啓

発を充実するな

ど、安心して就労

できる環境をつくる

1,003 67.9 41.6 40.5 18.0

男性 519 67.1 44.7 41.4 16.4

女性 433 70.7 38.3 40.2 21.0

答えたくない 26 57.7 34.6 26.9 15.4

不明 25 48.0 40.0 40.0 4.0

18～19歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 50 64.0 40.0 52.0 20.0

30～39歳 95 68.4 47.4 47.4 14.7

40～49歳 163 72.4 44.8 41.7 23.9

50～59歳 180 67.8 41.1 46.7 15.6

60～69歳 170 70.0 40.0 39.4 18.8

70～79歳 204 65.7 37.3 31.4 19.1

80歳以上 122 66.4 42.6 37.7 14.8

不明 19 52.6 47.4 31.6 5.3

分　類

総　数　(N）

性

別

年

齢

別

問２４ ＨＩＶ（エイズウイルス）・肝炎感染者の人権が守られるためには、どのような
ことが特に必要だと思いますか。（○は３つまで） 

67.9 

41.6 

40.5 

18.0 

21.6 

0.2 

2.4 

12.9 

2.1 

75.2 

46.4 

39.4 

20.2 

22.2 

0.4 

1.6 

12.8 

3.3 

69.1 

40.7 

39.8 

19.5 

25.6 

0.8 

1.6 

14.5 

3.4 

72.7 

45.4 

39.3 

23.0 

27.2 

1.3 

1.2 

10.3 

5.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

１ 疾病や感染予防に関する正しい知識を普及する

２ 感染症患者等に対する理解と関心を深める

教育・啓発活動を推進する

３ 感染症患者等のプライバシーを保護する

４ 雇用主に対する啓発を充実するなど、

安心して就労できる環境をつくる

５ 感染症患者等のための人権相談・

支援体制を充実する

６ その他

７ 特に必要なことはない

８ わからない

無回答

令和４年度 平成２９年度 平成２４年度 平成１９年度

(%) 
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【回答傾向】 

「１ 疾病や感染予防に関する正しい知識を普及する」が 67.9％と最も高く、次いで、「２ 

感染症患者等に対する理解と関心を深める教育・啓発活動を推進する」が 41.6％、「３ 感

染症患者等のプライバシーを保護する」が 40.5％となっている。 

 

 

 

 

  

（％）

合計（人）

５

感染症患者等のた

めの人権相談・支

援体制を充実する

６

その他

７

特に必要な

ことはない

８

わからない
無回答

1,003 21.6 0.2 2.4 12.9 2.1

男性 519 21.6 0.4 3.5 13.1 1.2

女性 433 22.9 0.0 1.4 11.3 2.1

答えたくない 26 15.4 0.0 0.0 23.1 3.8

不明 25 8.0 0.0 0.0 24.0 20.0

18～19歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 50 18.0 2.0 0.0 10.0 0.0

30～39歳 95 12.6 0.0 2.1 13.7 0.0

40～49歳 163 19.0 0.6 3.1 9.8 0.0

50～59歳 180 21.7 0.0 3.3 10.0 0.6

60～69歳 170 20.0 0.0 3.5 10.6 1.2

70～79歳 204 24.5 0.0 1.5 17.2 3.4

80歳以上 122 32.8 0.0 1.6 17.2 4.9

不明 19 10.5 0.0 0.0 15.8 26.3

分　類

総　数　(N）

性

別

年

齢

別
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 （９）インターネットによる人権侵害 

  ■ インターネットを悪用した人権侵害での人権問題に関する意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２５ インターネットを悪用した人権侵害で、次のような問題があります。人権尊重の
視点からみて、どれが特に深刻な問題だと思いますか。（○は３つまで） 

84.9 

24.3 

41.8 

13.1 

9.8 

12.8 

44.0 

0.7 

0.6 

6.2 

1.5 

80.2 

44.0 

19.2 

13.6 

18.5 

53.6 

0.3 

1.4 

7.0 

3.1 

70.7 

53.7 

18.4 

21.3 

54.8 

0.9 

1.6 

9.5 

3.0 

65.6 

58.2 

20.8 

18.2 

54.4 

0.8 

1.3 

8.7 

4.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

１ 他人を誹謗中傷・信用失墜・名誉毀損等する表現や差別を

助長する表現など人権を侵害する情報を掲載すること

２ 特定の地域の写真や動画、地名などを

同和地区であるとして掲載すること

３ 出会い系サイト・アプリなど犯罪を

誘発する場となっていること

４ 捜査対象となっている未成年者の

実名や顔写真を掲載すること

５ リベンジポルノが存在すること

６ 児童ポルノが存在すること

７ 個人情報の流出などの問題が多く発生していること

８ その他

９ 特に問題はない

10 わからない

無回答

令和４年度 平成２９年度 平成２４年度 平成１９年度

(%) 

（％）

合計（人）

１

他人を誹謗中傷・信

用失墜・名誉毀損等

する表現や差別を

助長する表現など

人権を侵害する情

報を掲載すること

２

特定の地域

の写真や動

画、地名など

を同和地区

であるとして

掲載すること

３

出会い系サ

イト・アプリな

ど犯罪を誘

発する場と

なっているこ

と

４

捜査対象と

なっている未

成年者の実

名や顔写真

を掲載する

こと

５

リベンジポル

ノが存在す

ること

1,003 84.9 24.3 41.8 13.1 9.8

男性 519 85.5 26.2 42.6 12.1 10.4

女性 433 86.8 22.2 42.0 13.9 9.2

答えたくない 26 76.9 19.2 34.6 11.5 15.4

不明 25 48.0 28.0 28.0 20.0 0.0

18～19歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 50 90.0 24.0 30.0 4.0 16.0

30～39歳 95 89.5 17.9 36.8 11.6 15.8

40～49歳 163 86.5 28.2 35.0 14.1 16.0

50～59歳 180 92.2 26.1 38.9 16.7 12.2

60～69歳 170 86.5 18.2 45.3 14.7 8.2

70～79歳 204 82.4 25.5 49.5 11.8 3.9

80歳以上 122 73.8 28.7 45.9 9.8 4.1

不明 19 52.6 21.1 42.1 21.1 0.0

分　類

総　数　(N）

性

別

年

齢

別
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〔その他意見〕 
○匿名で相手を傷つける情報を掲載できること。 
○インターネットに書き込む人は、単にネットに落書していると単純に考えている。 
○嘘を書き込むことが罪にならないこと。 

 

【回答傾向】 

「１ 他人を誹謗中傷・信用失墜・名誉毀損等する表現や差別を助長する表現など人権を

侵害する情報を掲載すること」が 84.9％と最も高く、次いで、「７ 個人情報の流出などの

問題が多く発生していること」が 44.0％、「３ 出会い系サイト・アプリなど犯罪を誘発す

る場となっていること」が 41.8％となっている。 

 

 

 

 

  

（％）

合計（人）

６

児童ポルノ

が存在する

こと

７

個人情報の

流出などの問

題が多く発生

していること

８

その他

９

特に問題は

ない

10

わからない

無回答

1,003 12.8 44.0 0.7 0.6 6.2 1.5

男性 519 11.4 43.5 1.3 0.6 5.6 0.8

女性 433 14.8 45.0 0.0 0.5 6.0 1.2

答えたくない 26 11.5 50.0 0.0 3.8 11.5 3.8

不明 25 8.0 28.0 0.0 0.0 16.0 20.0

18～19歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 50 10.0 50.0 0.0 0.0 2.0 0.0

30～39歳 95 17.9 43.2 0.0 2.1 3.2 0.0

40～49歳 163 19.6 47.2 3.1 0.0 1.8 0.0

50～59歳 180 13.3 50.6 0.0 0.0 0.6 0.0

60～69歳 170 7.1 47.6 0.0 0.6 5.9 0.6

70～79歳 204 12.3 40.2 0.0 1.0 9.8 1.5

80歳以上 122 9.8 31.1 1.6 0.8 18.9 4.9

不明 19 5.3 31.6 0.0 0.0 5.3 26.3

分　類

総　数　(N）

性

別

年

齢

別
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  ■ インターネットを悪用した人権侵害から人権を守るために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２６ インターネットでの人権が守られるためには、どのようなことが特に必要だと思
いますか。（○は３つまで） 

64.9 

74.0 

54.7 

2.6 

2.4 

0.4 

8.3 

2.0 

62.6 

70.6 

52.1 

4.1 

2.4 

0.8 

12.6 

3.4 

46.6 

49.8 

27.9 

14.2 

1.0 

0.7 

10.7 

2.9 

42.6 

52.0 

29.0 

13.5 

2.0 

1.1 

9.1 

4.8 

0 20 40 60 80

１ インターネット利用者やプロバイダ等に対して、個人のプライバシー

や名誉に関する理解を深めるための教育・啓発活動を推進する

２ プロバイダや掲示板等の管理者に対して、

情報の停止・削除を求める

３ インターネットにより人権侵害を受けた人

のための相談体制を充実する

４ 「表現の自由」にも関わる問題であり、規制すべきでない

５ その他

６ 特に必要なことはない

７ わからない

無回答

令和４年度 平成２９年度 平成２４年度 平成１９年度

(%) 

（％）

合計（人）

１

インターネット利

用者やプロバイ

ダ等に対して、個

人のプライバシー

や名誉に関する

理解を深めるた

めの教育・啓発

活動を推進する

２

プロバイダ

や掲示板等

の管理者に

対して、情報

の停止・削

除を求める

３

インターネッ

トにより人権

侵害を受け

た人のため

の相談体制

を充実する

４

「表現の自

由」にも関わ

る問題であ

り、規制すべ

きでない

５

その他

６

特に必要な

ことはない

７

わからない

無回答

1,003 64.9 74.0 54.7 2.6 2.4 0.4 8.3 2.0

男性 519 64.2 74.8 55.7 2.9 2.3 0.6 7.5 1.3

女性 433 66.7 75.1 54.5 2.3 2.1 0.2 8.8 1.4

答えたくない 26 57.7 65.4 46.2 3.8 11.5 0.0 11.5 3.8

不明 25 56.0 48.0 48.0 0.0 0.0 0.0 12.0 24.0

18～19歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 50 76.0 66.0 42.0 8.0 2.0 0.0 2.0 0.0

30～39歳 95 68.4 72.6 49.5 3.2 5.3 2.1 4.2 0.0

40～49歳 163 69.3 82.8 57.1 3.7 4.3 0.6 4.9 0.0

50～59歳 180 68.3 83.9 60.6 2.2 1.7 0.0 2.2 0.6

60～69歳 170 64.1 74.1 55.9 0.6 1.8 0.0 7.6 0.6

70～79歳 204 56.9 72.5 53.4 2.9 1.5 0.5 12.7 2.5

80歳以上 122 62.3 57.4 54.9 1.6 0.8 0.0 21.3 6.6

不明 19 57.9 52.6 42.1 0.0 5.3 0.0 5.3 26.3

分　類

総　数　(N）

性

別

年

齢

別
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〔その他意見〕 
○匿名での投稿に対する制限。 
○発言者、プロバイダなどの身元をはっきりさせ、人権侵害があれば処罰できるようにする。 
○メディア・リテラシーの向上。 
○銃、刃物で人傷つけ死に至らせると殺人罪に問われます。インターネットで飛びかう言葉は時に人
の心を傷つけ死に至らせる凶器ともなります。言論の自由だと言って何でも言ってよいのではあり
ません。絶対人として言ってはいけない言葉があります。善悪をわきまえる管理者がそれを止めら
れるようにして欲しいです。 

○個人の民度が低いのが問題であり、個人個人がそういうことをしようと思わないようにすることが大
切。 

○明らかな人権侵害行為に対する法的整備と速やかな実施。 

 

【回答傾向】 

「２ プロバイダや掲示板等の管理者に対して、情報の停止・削除を求める」が 74.0％と

最も高く、次いで、「１ インターネット利用者やプロバイダ等に対して、個人のプライバシ

ーや名誉に関する理解を深めるための教育・啓発活動を推進する」が 64.9％、「３ インタ

ーネットにより人権侵害を受けた人のための相談体制を充実する」が 54.7％となっている。 
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 （10）新型コロナウイルス感染者等の人権 

  ■ 新型コロナウイルス感染者等の人権問題に関する意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２７ 新型コロナウイルス感染者等に関することで、次のような問題があります。人権
尊重の視点からみて、どれが特に深刻な問題だと思いますか。（○は３つまで） 

56.3 

32.2 

28.6 

42.6 

16.0 

26.8 

1.3 

7.2 

4.7 

2.4 

0 10 20 30 40 50 60

１ 感染した人やその家族が誹謗中傷をされること

２ 感染した人の家族や関係者が、正当な理由なく

出社や登校を拒否されること

３ 感染した人の情報をSNS等の

インターネットに掲載されること

４ 医療従事者や配送業者等の社会機能の維持に

不可欠な業務に従事する人が誹謗中傷をされること

５ 感染拡大地域からの来訪者や

出身者が嫌がらせをされること

６ コロナワクチンの接種を強制することや

接種しない人が不当な扱いをされること

７ その他

８ 特に問題はない

９ わからない

無回答

令和４年度

(%) 

（％）

合計（人）

１

感染した人

やその家族

が誹謗中傷

をされること

２

感染した人の家

族や関係者が、

正当な理由なく

出社や登校を拒

否されること

３

感染した人の

情報をSNS等

のインター

ネットに掲載さ

れること

４

医療従事者や配送業

者等の社会機能の維

持に不可欠な業務に

従事する人が誹謗中

傷をされること

５

感染拡大地域

からの来訪者

や出身者が嫌

がらせをされ

ること

1,003 56.3 32.2 28.6 42.6 16.0

男性 519 58.8 32.9 29.7 40.7 17.3

女性 433 54.0 31.2 28.4 46.0 14.8

答えたくない 26 65.4 26.9 26.9 42.3 7.7

不明 25 36.0 40.0 12.0 24.0 16.0

18～19歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 50 64.0 18.0 30.0 40.0 20.0

30～39歳 95 54.7 25.3 31.6 38.9 24.2

40～49歳 163 54.0 28.8 25.2 47.2 17.8

50～59歳 180 55.0 27.2 31.7 46.7 13.9

60～69歳 170 51.8 35.3 24.7 42.4 16.5

70～79歳 204 58.3 38.2 27.5 43.6 12.7

80歳以上 122 65.6 41.0 36.9 36.1 13.1

不明 19 36.8 31.6 5.3 21.1 15.8

分　類

総　数　(N）

性

別

年

齢

別
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〔その他意見〕 
○コロナワクチン接種時期・回数による差別が発生。第１回めのとき、「家族が医療関連に勤務してい
る」「家族が公務員」といった理由で、他の人より早めに接種できたことで、差別がよく発生した。  

○考えが違う人が多い（コロナに対する考えが）ため、外食や旅行など、楽しかったことでも、あまり
大きな声で喋れない。コミュニケーションに難が出る。 

○上記ハンセン病と同じ。未知なる病原体でみんなが不安になることは仕方ない。その後の修正をい
ち早く国が発信して行くべき。 

○登校や出社が拒否されるのは分かるがそれに対してのアフターフォローが無いため困る。 

 

【回答傾向】 

「１ 感染した人やその家族が誹謗中傷をされること」が 56.3％と最も高く、次いで、「４ 

医療従事者や配送業者等の社会機能の維持に不可欠な業務に従事する人が誹謗中傷をされる

こと」が 42.6％、「２ 感染した人の家族や関係者が、正当な理由なく出社や登校を拒否さ

れること」が 32.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

合計（人）

６

コロナワクチンの接

種を強制することや

接種しない人が不当

な扱いをされること

７

その他

８

特に問題は

ない

９

わからない

無回答

1,003 26.8 1.3 7.2 4.7 2.4

男性 519 25.8 0.6 7.9 4.2 1.5

女性 433 28.6 2.1 6.9 4.4 1.6

答えたくない 26 34.6 3.8 0.0 7.7 3.8

不明 25 8.0 0.0 4.0 16.0 32.0

18～19歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 50 42.0 2.0 4.0 4.0 0.0

30～39歳 95 37.9 1.1 6.3 2.1 0.0

40～49歳 163 38.7 3.1 7.4 1.8 0.6

50～59歳 180 26.7 0.6 8.9 2.8 0.6

60～69歳 170 26.5 0.0 8.8 5.3 1.8

70～79歳 204 19.1 1.5 5.4 6.9 2.5

80歳以上 122 11.5 0.8 7.4 8.2 5.7

不明 19 15.8 5.3 5.3 10.5 36.8

分　類

総　数　(N）

性

別

年

齢

別
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  ■ 新型コロナウイルス感染者等の人権を守るために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２８ 新型コロナウイルス感染者等の人権が守られるためには、どのようなことが特に
必要だと思いますか。（○は３つまで） 

71.3 

35.5 

12.1 

20.2 

11.8 

31.2 

23.1 

2.0 

4.5 

3.8 

2.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

１ 市民一人一人が感染症に対する

正しい理解と認識を深める

２ 感染者等のプライバシー保護を徹底する

３ 感染者等のための人権相談体制を充実する

４ 偏見や差別をなくすための広報・啓発活動を行う

５ 企業などにおいて人権意識を高める取組を推進する

６ 学校などにおいて、正しい知識や感染者等の

人権についての教育を充実する

７ SNSやホームページ等で不確かな

情報が流れないように規制する

８ その他

９ 特に必要なことはない

10 わからない

無回答

令和４年度

(%) 
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〔その他意見〕 
○人に起こることは自分にも起こります。もっと他者に対する優しさをもつことが大切です。 
○マスコミによる過度な報道の見直し。 
○学校、会社でコロナになった際のアフターフォローの徹底を国や地方自治体から呼びかけるべき。 

 

【回答傾向】 

「１ 市民一人一人が感染症に対する正しい理解と認識を深める」が 71.3％と最も高く、

次いで、「２ 感染者等のプライバシー保護を徹底する」が 35.5％、「６ 学校などにおいて、

正しい知識や感染者等の人権についての教育を充実する」が 31.2％となっている。 

（％）

合計（人）

１

市民一人一

人が感染症

に対する正

しい理解と認

識を深める

２

感染者等の

プライバシー

保護を徹底

する

３

感染者等の

ための人権

相談体制を

充実する

４

偏見や差別

をなくすため

の広報・啓

発活動を行

う

５

企業などに

おいて人権

意識を高め

る取組を推

進する

６

学校などにおい

て、正しい知識

や感染者等の

人権についての

教育を充実する

1,003 71.3 35.5 12.1 20.2 11.8 31.2

男性 519 69.7 37.2 14.1 21.0 13.7 29.9

女性 433 74.4 34.2 9.2 20.3 9.9 32.8

答えたくない 26 57.7 30.8 7.7 7.7 11.5 26.9

不明 25 64.0 28.0 24.0 16.0 4.0 36.0

18～19歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 50 68.0 44.0 6.0 16.0 14.0 38.0

30～39歳 95 63.2 34.7 13.7 14.7 13.7 33.7

40～49歳 163 65.0 32.5 6.7 19.0 14.1 34.4

50～59歳 180 70.0 37.8 10.6 20.0 13.9 25.0

60～69歳 170 74.7 34.1 5.9 24.7 12.9 27.1

70～79歳 204 76.5 32.8 17.2 21.1 10.3 33.8

80歳以上 122 77.9 41.0 21.3 22.1 4.9 33.6

不明 19 57.9 26.3 21.1 10.5 5.3 26.3

分　類

総　数　(N）

性

別

年

齢

別

（％）

合計（人）

７

SNSやホームペー

ジ等で不確かな情

報が流れないよう

に規制する

８

その他

９

特に必要な

ことはない

10

わからない

無回答

1,003 23.1 2.0 4.5 3.8 2.1

男性 519 22.2 2.3 6.0 4.6 1.2

女性 433 24.2 1.6 3.0 2.3 1.8

答えたくない 26 38.5 3.8 3.8 7.7 3.8

不明 25 8.0 0.0 0.0 8.0 24.0

18～19歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 50 26.0 4.0 2.0 6.0 0.0

30～39歳 95 23.2 4.2 5.3 4.2 0.0

40～49歳 163 20.9 4.9 8.0 4.3 0.6

50～59歳 180 36.1 0.6 6.1 1.1 0.6

60～69歳 170 19.4 0.0 2.9 2.9 1.2

70～79歳 204 19.1 1.5 2.5 3.9 2.0

80歳以上 122 19.7 0.8 4.1 6.6 5.7

不明 19 10.5 5.3 0.0 5.3 31.6

分　類

総　数　(N）

性

別

年

齢

別
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